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一
章

人第 3編

第
二
章

第
三
章

大
正
期
以
前
の
人
々

江
戸
時
代

明

治

期

大
正
期
の
人
口

太
平
洋
戦
争
後
の
人
口

動
態

海
外
移
住
の
人
々

一
七
五

174 

一
七
五

一
七
七

一
八

O
八

一
九

O



第
一
章

大
正
期
以
前
の
人
々

江
戸
時
代

現
在
の
面
河
村
に
関
す
る
人
口
や
集
落
を
記
し
た
古
い
も
の

は
、
伊
予
史
談
会
所
蔵
の

「久
万
山
手
鑑
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
久
万

町
土
居
通
清
氏
の
蔵
本
を
写
す
」
と
記
さ
れ
、
寛
保
前
後
の
書
記
か
、
と
あ
る
。
寛
保
元
年
が
、
西
暦

一
七
四
一
年
で
、

今
か
ら
約
二
四

O
年
前
の

こ
と
で
あ
り
、
大
味
川、

柏
野
の
農
民
も
参
加
し
た
久
万
山
騒
動
が
起
こ
っ
た
年
で
も
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
集
落
の
形
成
は
、

さ
て
、

伝
説
の
域
を
出
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
編
の
記
述
は
、
江
戸
時
代
か
ら
始
め
る

こ
と
に
す
る
。

「
久
万
山
手
鑑
」
は
、
松
山
藩
政
の
立
場
か
ら
、
久
万
山
の
村
ご
と
に
、
生
産

・
租
税
・
戸
数
・
人
口
・
社
寺
な
ど
に
つ
い
て

記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
面
河
村
の
人
口
、
戸
数
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
え
る
。

大正期以前の人々

大
宗弐百 家味

内門拾拾内数 川
人三九 村
高軒 l肝

第 l章

庄
屋

小
倉
平
左
衛
門

百
四
拾
弐
軒

四
百
弐
拾
九
人

四
百
四
拾
八
人

四
人

弐
人

弐
人

柏
野
村

家
数

百
姓
門

無
縁
家
来

八
百
八
拾
五
人

男女社
人

山
伏

普
女

庄

屋

孫

兵

衛

百
六
拾
五
軒

175 



口

宗 拾 百
門 五五内
人 軒拾
高軒

弐四四
人百百 内

九七
拾拾
四九
人人

山女 男
伏

176 

百
姓
門

無
縁

九
百
七
拾
五
人

人第 3編

こ
の
記
録
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
藩
政
上
の
単
位
と
し
て
は
、
大
味
川
村
と
仙
野
村
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
大
味
川
村
の
庄

屋
は
、
直
瀬
村
の
庄
屋
が
兼
務
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
当
時
の
面
河
は
直
瀬
と
の
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
職
業

的
に
は
、
圧
倒
的
に
農
業
が
多
く
、
社
人
(
神
に
仕
え
る
人
〉
、
山
伏
(
仏
の
道
を
修
行
す
る
者
)
、

普
女
(
ご
ぜ

1
三
弦
を
弾
き
銭
を
請
う
自
の
見
え

な
い
女
性
〉
が
数
人
い
る
程
度
で
あ
る
。

農
業
に
従
事
す
る
者
も
、
生
産
力
の
進
ん
だ
他
の
地
域
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
無
縁
(
耕
地
を
持
た

な
い
か
、
わ
ず
か
し
か
持
っ
て
い
な
い
者
〉
へ
の
分
解
が
、
少
な
い
。
な
お
、
柏
野
村
の
山
伏
と
し
て
、
赤
鬼
法
性
院
の
伝
説
に
出
て
く
る
法

性
院
の
名
が
登
場
さ
れ
て
い
る
の
は
別
の
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
江
戸
時
代
中
期
の
、

享
保
十
八
年
(
一
七
一
三
ニ
)
か
ら
寛
保
元
年
〈
一
七
四
一
〉

こ
ろ
に
、

今
日
の
人
口
を
、

約
二
五

O
人

も
上
回
る
一
八
六

O
人
も
の
人
口
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
驚
き
で
あ
る
。

さ
て
、
も
う
一
つ
の
「
久
万
山
手
鑑
」
が
あ
る
。

こ
ち
ら
は
、
名
智
氏
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
明
和
八
卯
年
改
と

し
て
、

次
表
の
よ
う
な
記
述
が
み
え
る
。

明
和
八
年
は
、
一
七
七
一
年
で
あ
り
、

さ
き
の

「久
万
山
手
鑑
」
の
記
録
を
か
り
に
寛
保
元
年
(
一
七
四

一
)
と
す
る
と
、

あ
と
の

「

久
万
山
手
鑑
」
の
記
録
は
、

一
八
六

O
人
か
ら
一
二
五
六
人
に
増
え
た
の
だ
か
ら
、

享
保
の
大
き
き
ん
(
一
七
三
二
)
の
打
撃
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
三

O
年
後
の
も
の
と
な
る
。

ほ
ぼ
一
年
に

一
O
人
ず
つ
増
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

生
産
や
生
活
が
立
ち
直
っ

て
い
き
つ
つ

あ
る

こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
今
日
の
集
落
の
原
型
が
ほ
ぼ
完
全
に
で
き
あ
が
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
表
の
昼
野
々
か
ら
明
ま
で
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第 1章

I床

村

大
一
大
味
川
枝
村

577 

本 村 27 25 2 130 66 64 

くろたい 7 7 。 44 22 22 

ネ山
所 薮 7 7 。 47 23 24 

西 浦 8 8 。 60 32 28 

二 又木 6 6 。 38 20 18 

2 2 。 14 8 6 

枝相之峰 14 14 。 89 47 42 

37 33 (223) ←不明なので合計か ら渋草 4 
さしひく

大 成 22 21 1 120 55 65 
村

と ろ 22 20 2 106 54 52 L 

笠 方 37 31 6 236 115 121 

明 ω| 12 11 l 61 31 30 

591 1168 5 252 257 野中山

の
集
落
名
は
、
表
記
上
の
違
い
が
あ
る
程
度
で、

今
日
の

集
落
名
と
同
じ
で
あ
る
。明

リ一一口
、
吋
J
S

期

明
治
維
新
と
な
り
、
幕
藩
体
制
は
崩
れ
、

明

治

四

年

(一

八
七

一
〉
の
廃
藩
置
県
で
中
央
集
権
国
家
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
央
集
権
の
実
を
あ
げ
る
た
め
に
は

最
末
端
の
機
構
整
備
が
必
要
で
あ
り
、

明
治
四
年
(
一
八

七
一
〉

末
か
ら
翌
五
年
初
め
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
郡
制

改
革
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
大
区

・
小
区
制
が
、
明
治

五
年
十
月
か
ら
設
定
さ
れ
、

上
浮
穴
郡
は
第
一
七
大
区
、

面
河
は
、
仙
野
が
第
二
小
区
・
大
味
川
が
第
三
小
区
と
な

っ
た
。」

の
こ
ろ
の
小
区
ご
と
の
解
説
を
し
た

「
地
理
図
誌

稿
」
に
は
、
次
の

よ
う
な
記
述
が
み
え
る
。

北
番
村
柏

野

分

第

二

小

区

戸

数

二

百

五

十
三
一戸

177 



ロ

数

人
員

千
二
百
八
十
八
人

178 

六
百
七
十
九
人

男

100 

91 

92 

92 

98 

98 

松山藩人口増減表

|人口 |指

享保 6(1721) I 172299 I 
延享 1(1744) I 157387 i 
明和 5(1768) I 157508 I 

文化 1(18附| 158m| 

天保11(1840)I 168869! 

安政 5(1858) I 169039 I 

田中歳雄著 「愛媛県の歴史」 より抜粋

女

六
百
九
人

北
番
村
大
味
川
分

二
百
二
十
二
戸

千
百
六
十
三
人

人

第
三
小
区

戸
数

第 3編

人
員

男

六
百
十
六
人

五
百
四
十
七
人

代

女

」
の
記
録
を
か
り
に
明
治
五
年
(
一
七
七
二
)
の
も
の
と
す
れ
ば
、

さ
き
の
明
和
八
年
の
記
録

か
ら
約
一

O
O年
経
過
し
た
時
点
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
面
河
の
人
口
は
一

年

0
0年
間
に
二
九
五
人
、

一
年
平
均
約
三
人
の
伸
び
率
で
、
さ
き
の
寛
保
か
ら
明
和
ま

つ
ま
り
、

で
三

0
年
間
の
伸
び
一

年
に
三

O
人
に
比
べ
で
は
る
か
に
悪
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

天
保
の
大
き
き
ん

(一八一
一一一一
一1
一
八
三
九
)
や

藩
の
収
奪
強
化
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
、
次
表
の
松
山
藩
全
体
の
人
口
増
減
表
か
ら
み
る
と
ま
だ
よ
い
方
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
明
治
二
十
三
年
(
一
八
九
O
)
十
月
一
日
、
村
制
施
行
に
よ
り
、

柏
野
・
大
味
川
の
一
字
ず
つ
を
と
り
、
柚
川
村
と
な
る
の
で

あ
る
が
、
人
口
は
、
「
面
河
村
戸
口
推
移
一
覧
表」

の
と
お
り
、
明
治
年
問
、
い
ち
お
う
順
調
な
伸
び
を
示
す
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、

明
治
も
四
十
年
代
に
入
っ
て
く
る
と
減
少
傾
向
が
表
れ
て
く
る
が
、
産
業
革
命
と
地
主
制
の
展
開
が
並
行
し
た
結
果
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
十
日
付
け
で
、

上
浮
穴
郡
長
に
出
し
た
「
柚
川
村
郷
土
誌
」
の
中
で
石
墨

尋
常
小
学
校
長
棟
田
照
次
郎
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

柚
川
村
ハ
現
在
弦
八
年
以
前
ノ
収
益

ニ
比
較

ス
レ
バ
、
米
・

麦

・
黍
ハ
二
割
弱
の
増
収
ア
リ
タ

レ
ド
モ
林
産
ノ
如
キ
ハ
却
テ
減
少
セ
シ
ニ
拘
ハ
ラ

ズ
其
経
費
ハ
一
躍
シ
テ
五
倍
四
千
二
百
余
円
ノ
巨
額
ニ
上
リ
貧
民

ハ
何
レ
モ
之
ガ
負
担

ニ
苦
シ
ミ
免
税
戸
数
ノ
如
キ
ハ
故
五
、
六
年
間
ニ
殆
ド
八
十

ヲ
越
エ
ン
ト
ス
戸
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
小
地
主
亦
小
作
人
中
ニ
ハ
現
在
ニ
於
テ
ス
ラ
尚
年
々
砂
産
者
ヲ
続
出
ス
戸
ノ
現
状
ナ
レ
バ
爾
後
十
数
年
経
費

ハ
此
歩



合
ヲ
以
テ
増
加
シ
其
収
入
高
現
在
ニ
止
マ
ラ
パ
全
村
挙
テ
破
産
ス

戸
ニ
至
グ
ヤ
モ
斗
リ
難
シ
。

ま
た
、
彼
は
、
出
稼
人
・

寄
留
人
の

一
覧
表
を
付
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
見
解
も
述
べ
て
い
る
。

本
村
ハ
開
拓
セ
ラ
V

タ
リ
ト
雌
維
新
前
回
・
五
十
年
迄
ハ
戸
口
少
ク
且
ツ
村
内
到
戸
処
老
樹
欝
蒼
タ
リ
キ
然
ル
ニ
維
新
前
後
ニ
至
リ
交
通
ノ
道
漸

ク
開
ケ
材
木
ノ
需
用
ヲ
増

ス
ニ
ツ
レ
柏
木
挽
等
材
木
仕
成
ニ
入
リ
来
リ
住
所
ヲ
占
ム
戸
モ
ノ
甚
ダ
多
ク
戸
口
俄
ニ
増
加
ス
戸
ニ
至
レ
リ
然
レ

共
現
在

一
一
於
テ
ハ
樹
木
ハ
殆
ド
伐
裁
シ
尽
シ
タ
レ
バ
土
地
ノ
収
穫

ハ
是
等
ノ
人
ノ
需
用
ヲ
支
フ
戸
ニ
足
ラ
ザ
ル
ガ
故
ニ
寄
留
或

ハ
出
稼
人
ハ
年
々
増
加
シ
ツ

仙

川

村

出

稼

人

一

覧

ツ

ア

リ

(

中
略
〉
本
村

ニ
於
ケ

戸
出
稼
人
ハ
四
季

ニ
ヨ

一

/

/

一

出

稼

人

員

一

リ

或

ハ

月

ニ

ヨ

リ

大

ニ

其

数

ヲ

異

ニ
ス
レ

共
夏
秋
ノ
二

一

/

百

斗

斗

引

|

一

季

ニ
を

す

春

ハ

之

ニ

空

会

何

レ
モ

帰
村
ス
ル

一l
i
l
i
-
-
レ
一I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
L

ヲ
常
ト
ス
本
村
中
出
稼
人
最
モ
多
キ
ハ
笠
方
ニ
シ
テ
若

一
出
之
方
面

一
回

O
一
六
一
四
六

一

「
1
1
1

1
1

1
-

-
ー

山
及
ピ
渋
草
之
二
次
グ

柚

川

村

寄

留

人

一

覧

ま

た

、

笠
方
尋
常
小
学
校
長
大
西
降
次
郎
は
、
明
治

四
十
三
年
ム
十
一
月
四
日
付
の
「
郷
土
誌
調
査
報
告
」
で
、

笠
方
地
区
の
自
然
増
(
減
〉
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
報

告
し
て
い
る
。
(
一
八

0
ペ
ー
ジ
〉

五

一 1---=-1業
其|

旦直|別
四

六

1哉

農

商

計

大正期以前の人々

一
考
一
入
方
面
ノ
本
籍
地
ハ
諸
方
面

三
且
Y
ガ
故

ニ
記
入
シ
難
キ
モ
新
居
郡
及
一

一
一
ピ
周
桑
郡
方
面
ヨ
リ
入
リ
タ
戸
モ
ノ
多
シ
。

一

一
出
方
面
ハ
広
嶋
及
ピ
呉
ヲ
第
一
ト
シ
次
ニ
松
山
川
上
地
方
亦
多
シ
其
他

一備

一
諸
方
面
ニ
亘
ル
ガ
故

ニ
略
ス
。

第 1章

こ
れ
を
み
る
と
、
限
定
さ
れ
た
笠
方
地
区
だ
け
で
は

あ
る
が
、
増
減
の
変
動
が
大
き
く
、

不
安
定
な
生
活
状

態
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
察
で
き
る
。

179 
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出
産
十
ヶ
年
比
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人
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十
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苑
亡
十
ヶ
年
比
較

国三_!_I~: 

2E15 

三|三三li
十

二己土|互

ムニ
ー| ー|十

01八二|キ

二ιi
三恒三li

十

三巴~I生
四

三I~I;
四

二|三 1;1
四

年

大
正
期
の
人
口

ム
印
は
減

大
正
・
昭
和
期
の
人
口
は
、
国
勢
調
査
の
資
料
で
郡
内
他
町
村
と
比
較
し
て
五
年
ご
と
に
動
き
を
見
て
み
る
。
明
治
四
十
三
年
を一

O

。
と
し
て
、
面
河
村
の
人
口

は
、
大
正
十
四
年
、
九
五
に
落
ち
込
む
が
、
他
は
、
順
調
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
郡
内
他
町
村
の
動
き
も
ほ

ぼ
同
様
で
、
第
一
次
大
戦
後
の
不
景
気
時
期
に
人
口
が
流
出
し
、

金
融
恐
慌
(
一
九
二
七
〉、
世
界
恐
慌
(
一九
二
九
)
と
い
う
未
曽
有
の
経
済

危
機
を
迎
え
る
と
、

ま
た
上
浮
穴
の
人

口
に
は
増
勢
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ

に
、
都
市
経
済
の
安
全
弁
と
し
て
の
農
村
の
姿

が
み
て
と
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

大
正
十
年
に
は
四
二
九
人
、
同
十
五
年
に
は
一

O
八
六
人
も
の
人
口
が
、
面
河
か
ら
北
九
州
の
炭
鉱
や
銅



大正期以前の人々

一一」閉主lEl予三里町lTal5lT230
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計lzzl叶834叩3勺]3引引引462;

4935 134 
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弘形村

メ~
ロ

山
へ
向
か
っ
て
流
出
し
て
い
る
。

さ
て
、
昭
和
に
入
る
と
、

満
州
事
変
(
一
九

一一
一
、』ノ、

日
華
事
変
(
一
九
三
七
)
、
太
平
洋
戦
争

(
一
九
四

一
)
と
相
次
ぐ
泥
沼
の

戦

争

に

突

入

し、

戦
争
犠
牲
者
も
相
次
い
だ
の
で
あ
る
が
、

漸
増
の
傾
向
を
た
ど
り
、

終
戦
の
年
に
は
、
疎

開
者

・
復
員
者

・
一
時
帰
農
者
な
ど
で
農
村
の

人
口
は
ふ
く
れ
あ
が
り
、
面
河
村
で
も
四
九

五
人
と
こ
れ
ま
で
の
ピ
l
ク
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
。
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戦
争
に
よ
る
産
業
の
全
面
的
な
打
撃
で
、
品
不
足
な
か
で
も
食
糧
不
足
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
に
は
六
月
ま
で

に
餓
死
者

が
、
東
京
・
横
浜
だ
け
で
一

三

O
O人
に
達
し
、

五
月
十
九
日
の
食
糧
メ
ー
デ
ー
に
は
二
五
万
人
が
集
ま
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
状

態
で
あ
る
か
ら
、
農
山
村
へ
流
れ
込
ん
だ
人
口
は
、

な
か
な
か
都
市
へ
還
流
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
か
な
か

っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
に
は
、

面
河
村
の
人
口
が
つ
い
に
五

0
0
0人
を
突
破
、

翌
二
十
四
年
に
は
、
今
日
の
資
料
で
っ
か
み
う
る
最
高
の
人
口
、

五
O
二
八
人
を
記
録

し
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
五
年
、

朝
鮮
戦
争
の
開
始
に
よ
り
、
米
軍
が
発
注
し
た
「
特
需
」
に
よ
っ

て、

日
本
経
済
は
戦
争
景
気
に
巻
き
込

ま
れ
、
鉱
工
業
生
産
指
数
は
、
昭
和
十
年
を
一

O
Oと
し
て
、
昭
和
二
十
四
年
の
七
八
か
ら
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
二
三
一
と
、

一
気
に

戦
前
の
水
準
を
越
え
た
。
こ
う
し
て
都
市
の
生
産
の
復
活
と
と
も
に
、
人
口
は
ま
た
都
市
へ
と
流
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
、

さ
ら
に
決
定
的
な
も
の
に
し
た
の
が
、
経
済
審
議
会
答
申
の
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
を
受
け
た
、
池
田
内
閣
の
高
度
経
済

成
長
政
策
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

一
口
に
い
っ
て
、
生
産
性
の
低
い
第
一
次
産
業
を
切
り
捨
て
て
、
生
産
性
の
高
い
第
二
次
・
第
三
次
産

池
田
内
閣
は
、

業
へ
資
本
や
労
働
力
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
六
年
、
「
農
業
基
本
法
」
を
成
立
さ
せ
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
、

全
農
家
の
約
三

O
%
に
当
た
る
一

・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
農
家
を
、
大
型
機
械
の
導
入
・
生
産
性
の
高
い
農
業
へ
の
転
換
で
収

入
を
あ
げ
る

一
方
、

残
り
の
中
農
零
細
農
に
は
離
農
を
迫
る

「
農
業
構
造
改
善
事
業
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
ま
た
、
歴
代
の
内
閣
は
、

貿
易
の
自
由
化
を
併
行
さ
せ
た
の
で
、

ア
メ
リ
カ
の
余
剰
農
産
物
が
流
入
し
、

日
本
農
産
物
の
自
給
率
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
昭
和
五



十
年
ま
で
の
一
五
年
間
に
、

総
合
で
九
O
%
か
ら
七
四
%
に
、
穀
物
で
は
八
三
%
か
ら
四
三
%
に
、
飼
料
は
六
七
%
か
ら
=
二

%

に
激
減

し
た
。
農
業
だ
け
で
は
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
農
民
の
出
稼
が
急
速
に
増
え
、
専
業
農
家
は
三
四
・

三
%
か
ら

二
一
・
四
%
に
、
第
二
種

兼
業
農
家
は
三
二

・
O
%
か
ら
六
二
・
一
%
に
と
激
動
し
た
。

面
河
村
の
場
合
も
、
次
表
の
よ
う
に
、
高
度
成
長
政
策
が
打
ち
だ
さ
れ
た
昭
和
三
十
五
年
か
ら
減
少
率
が
激
増
し
て

い
る
。
こ
の
政
策

の
一
環
と
し
て
の
、
「
道
前
道
後
水
利
事
業
」
が
進
行
し
、
面
河
ダ
ム
に
水
没
し
た
「
面
河
の
穀
倉
地
帯
」
が
大
部
分
離
村
す
る

こ
と
に

な
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
が
、
こ

の
事
業
が
完
成
し
た
昭
和
三
十
九
年
以
後
も
減
少
率
が
鈍
ら
な
い
の
は
ダ
ム
建
設
と
い
う
特
殊
事
情
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

4.2 

5.5 

27.3 

24. 7 

27.2 

10.0 

ま
た
、
産
業
別
人
口
構
成
は
図
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
年
の
第
一
次
産
業
に
就
業
す
る
人
口
が
五
八
・
四
%
と
か
な
り
高
い

ょ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
中
に
は
、
実
質
農
林
業
に
従
事
し
て
い
な
い
人
口
が
か
な
り
含

太平洋戦争後の人口動態

面河村人口減少率 (5年ごと〉

|実 数|減少数 |減少率%

昭和 25I 4973 

30 I 4764 

35 I 4500 

40 I 3273 

45 I 2465 

50 I 1795 

54 I 1613 

209 

264 

1227 

808 

670 
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ま
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
、
農
林
業
の
破
壊
は
、
こ
の
数
字
よ
り
も
っ
と
深
刻
で
あ
る
。

ま
た
、

集
落
別
人
口
の
推
移
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
(
一
九
五
O
〉
を

54年は 8月末現在である。他は10月 1日現在

一
O
O
と
し
て
指
数
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
村
全
体
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
の
今
日

は
三
二
と
な
り
、
明
和
八
年
の
人
口
は
、
既
に
昭
和
四
十
五
年
か
ら
五
十
年
の
聞
に
割
っ
て
い

る
こ
と
と
な
る
。
減
少
率
の
最
も
激
し
い
の
は
、
川
ノ
子
の
八
、
次
い
で
笠
方
の
一
五
、
続
い

て
、
大
成
の
一
七
、
相
ノ
木
の
一
九
と
な
る
。
逆
に
比
較
的
減
少
の
緩
や
か
な
の
で
、
渋
草
の

五
二
、
中
組
の
四
五
、

若
山
の
四
一
で
あ
る
。
小
集
落
(
小
組
〉
で
、

完
全
に
姿
を
消
し
た
の

は
、
面
河
ダ
ム
の
湖
底
に
沈
ん
だ
と
こ
ろ
以
外
に
、
笠
方
の
人
口
が
あ
る
。

183 

な
お
、
離
村
す
る
者
の
中
に
、
海
外
移
住
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。



口

字
字
三
世
帯
一
四

O
人
あ
る
。
戦
後
は
昭
和
二
十
七
年
か
ら
再
開
さ
れ

数

数
伽
附
て
お
り
、
愛
媛
県
の
戦
後
移
住
者
合
計
が
、

一
七
八
五
人
で
あ
る

ベ
ベ
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
面
河
の
戦
後
移
住
者
が

一一

七
人
も
あ
る
の

一
一
は
、
極
め
て
大
き
い
数
字
で
あ
る
と
い
え
る
。

お

き

て

、
人
口
動
態
を
み
る
場
合
、
出
生
と
死
亡
と
に
よ
る
自
然

図

上

動
態
と
、
転
入
転
出
に
よ
る
社
会
動
態
が
あ
る
が
、
次
表
の
自
然

昭
和
九
年

(
一
九
三
四
)
か
ら
始
ま

面
河
か
ら
の
海
外
移
住
は
、

184 

り
、
昭
和
三
十
六
年
ま
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
一
五
世
帯
八
七
人
、
パ

人

ラ
グ
ア
イ
七
世
帯
四
九
人
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
一
世
帯
四
人
、
計

第 3編

eg平日 5

Bll平日22

日召平日45

日百平日50

日百平日30

昭平日35

目白手口40

動
態
か
ら
、
面
河
村
は
、
美
川
・

柳
谷
と
と
も
に
、
昭
和
四
十

i

四
十
五
年
の
聞
に
自
然
減
と
な
り
、

以
後
ず
っ

と
こ

の
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
原
因
は
、
図
に
示
し
た
四
つ

の
年
齢
別
人
口
構
成
グ
ラ
フ
の
推
移
で
わ
か
る
よ
う
に
、
山
型
か
ら

つ
り
が
ね
型
、
そ
し
て
細
長
い

つ
ぽ
型
に
な
り
、
高
齢
化
社
会
で
、
若
い
生
産
年
齢
人
口
が
極
度
に
少
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
幼
年
人
口
も
少
な
い
と
い
う
構
造
に
な

っ

て
き
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
転
出
が
転
入
を
上
回
る
と
い
う
社
会
減
の
現
象
が
激
し
く
准
行
す
る
う
ち
に
、
自
然
減
ま
で
招
来
し
、
渦
疎

化
現
象
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

面
河
村
は
、
人
を
取
ら
れ
、
水
を
取
ら
れ
、
土
地
を
取
ら
れ
、
産
業
と
集
落
の
機
能
は
崩
壊
し
か
か
る
と
い
う
大
き
な
ピ

γ
チ
に
立
士

さ
れ
て
い

る
今
日
で
あ
る
。
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集落別人口の推移
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第 3編 人口

町村別出生数、苑亡数の推移 単位人

情 吋周lr
面 出 生 160 140 77 49 26 14 7 11 

死 亡 61 35 31 28 37 27 16 28 

河 増 減 99 105 46 21 -11 -13 -9 -17 

久 出 生 480 383 271 185 120 97 91 103 

死 亡 155 141 129 120 110 90 113 80 

万 増 減 325 242 142 65 10 7 -22 23 

美 出 生 375 274 173 130 50 31 19 23 

死 亡 160 87 92 83 58 55 34 33 

;11 歩道 減 215 187 81 47 -8 -24 -15 -10 

相日 出 生 165 158 99 54 28 25 24 15 

死 亡 81 59 55 49 42 26 26 30 
dノ口i、、 会自 減 84 99 44 5 -14 -1 一2 -15 

出 生 406 277 221 115 72 64 62 

死 亡 155 81 99 80 54 50 60 51 

田 増 首長 251 196 122 35 18 14 16 11 

企E3h 出 生 1586 1232 841 533 296 231 217 214 

死 亡 612 403 406 360 301 248 249 222 

主国 減 974 829 435 173 -5 -17 一32 -8 

昭和25年 (1950)年齢別人口ゲラフ (総人口4，973人〉

(2，508) 男 年齢 女 (2，465)

95-100歳

90- 94 

85- 89 

80-84 

議長75-79 
70- 74 
65-69 

襲撃
60-64 

55-59 
50- 54 6< 
45- 49 。 40-44 
35-39 
30-34 

。警護
25- 29 
20-24 

l股 15- 19 
10- 14 y、ぷ;.x，.!.x)l 

5- 9 
0- 4 

:1 400 350 300 250 200 150 100 50人 人口 50人 100 150 200 250 300 350 400 
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(2，327) 

じ援多

τ手グ長多阪多
限必ι

昭和35年 (1960)年齢別人口ゲラフ

〈総人口4，500人〉

男 年齢 女

95-100歳

90- 94 

~ 85- 89 t::1 

80-84 

義1
75- 79 

70- 74 
65- 69 

阪づ シシノ 60- 64 後多 分
トクメ シ/ノ〈 55-59 

k 

警務
50-54 ン3
45-49 シう 必:

y.: 
務 40- 44 手ぐ

務じジラづ 35- 39 
後， 協

言
30- 34 
25-29 

多
シィユ 予ラユ

20-24 χ ゑ防チクラ
15-19 
10-14 

務 多多伝授多ノヶ:ベo 5- 9 

会必づ「/:::バタ刀タシノ 0- 4 会必イノ V///. 

(2，173) 

発
タ

援第移安ゑ数社
防ラ分

300 250 200 150 100 50人 人口 50人 100 150 200 250 300 
」 ー
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昭和45年 (1970)年齢別人口ゲラフ

(総人口2，332人〉

(1，101 ) 男 年齢 女 (1，231) 

95-100綾
90- 94 白
85-89 

じ 80- 84 1/介

1づ 75ー 79 ~クヲヲ
μラ 70- 74 必ジづロ

Fラクラ 65-69 ラク1
60-64 

務協安
55-59 

ヂ杉づ 50- 54 

E警隊
45- 49 

後予うシイ多司40- 44 

f::2 χ 35ー 39

グ. 30- 34 メ

25- 29 分

V~イ 20-24 // 

15- 19 ケ

七戸勾警Z協
10- 14 

多5- 9 隊第10- 4 防

150 100 50人 人口 50人 100 150 



明治 5

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

大正 2

4 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

第3編人口

昭和54年(5月末)(1979)年齢別人口ゲラフ

〈総人口1，607人〉

(780) 男 年齢 女 (827) 

0195ー100歳 |

I ~90- 94 3 

|議

85- 89 

ら2980- 84 

4諺
75-79 

多量2
70ー 74
65- 69 

47杉ラクラ 60- 64 ふうクゴ46
53 労務 55- 59 

務〆
分 66

86杉ラユ 50-54 5づう~84

音信議
45- 49 襲撃5
40- 44 

35- 39 
30- 34 

36r. 手ィ~ 25- 29 予クワ33
48枚 ジづ 20- 24 ラクジ分42

7金援
15- 19 

語表6

10- 14 
5- 9 
0- 4 

150 100 50人 人口 50人 100 150 

代 1人口 |戸 数 11 年 副人τ1戸 数

1872 2451 475 大正13 1924 3453 607 
1901 3444 14 1925 3504 742 
1902 3483 15 1926 3353 584 
1903 3514 昭和 2 1927 3328 578 
1904 3549 3 1928 3356 592 
1905 3593 4 1929 614 
1906 3638 5 1930 3359 652 
1907 3652 6 1931 3885 689 
1908 3705 7 1932 4045 724 
1909 3738 8 1933 4070 740 
1910 3693 9 1934 4285 760 
1913 3935 682 10 1935 4285 890 
1915 4210 11 1936 4289 780 
1917 3978 15 1940 4274 864 
1918 3915 643 20 1945 4935 1022 
1919 3913 653 21 1946 4858 

1920 3855 644 22 1947 4939 
1921 3907 647 23 1948 5012 

1922 3939 639 24 1949 5028 

1923 3581 617 25 1950 4973 984. 
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第 2章太平洋戦争後の人口動態

年 代 |人口|戸数 |年 代 |人口 |戸

昭和30 1955 4764 95511昭和44 1969 2715 741 

34 1959 4885 932 45 1970 2465 682 

35 1960 4500 1027 46 1971 2304 655 

36 1961 4658 1133 47 1972 2102 633 

37 1962 4612 1149 48 1973 1956 618 

38 1963 4352 1142 49 1974 1890 604 

39 1964 3893 1043 50 1975 1795 579 

40 1965 3273 908 51 1976 1795 568 

41 1966 3102 838 52 1977 1692 567 

42 1967 3159 843 53 1978 1631 564 

43 1968 2856 757 54 1979 1613 560 
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190 

人

第
三
章

海
外
移
住
の
人
々

第3編

昭
和
五
十
三
年
(
一
九
七
八
〉
六
月
十
八
日
、
こ
の
日
が
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
満
七
十
周
年
で
あ
る
。

第

一
回
移
民
七
八
一
名
を
乗
せ
た
笠
戸
丸
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

明
治
四
十
一
年
(
一
九
O
八
)
六
月
十

サ
ン
ト
ス
港
に
入
港
し
た
の
が
、

八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
前
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
移
民
の
数
は
約
一
九
万
人
、

戦
後
は
約
六
万
人
が
移
住
し
た
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
を
中
心
に
約
七
十
五
万
人
と
推
定
さ
れ
る
日
系
人
が
、
ド
イ

ツ
・
イ
タ
リ
ア
そ
の
他
の
国
の
移
住

現
在
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、

者
に
伍
し
て
、
新
し
い
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
ず
つ
く
り
に
参
加
し
て
い

る。

日
本
か
ら
渡
っ

た、

一
世
た
ち
の
数
は
、
約
二
五
万
人
と
い
わ
れ
、
残
り
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
生
ま
れ
の
、
二
世
・
三
世
・
四
世
た
ち
で
あ

る。
七

O
年
の
歴
史
は
、
こ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば
日
本
人
が
、
全
く
日
本
と
違
う
異
質
の
社
会

・
文
化
の
中
で
、

い
か
に
し
て
生
活
の
根
を

下
し
、

い
か
に
し
て
、
適
応
し
た
か
の
、

な
ま
な
ま
し
い
軌
跡
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
多
く
の
分
野
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
貢
献
し
た
。

特
に
、
農
業
の
領
域
で
は
、
作
物
の
育
種
改
良
を
行
い
、
菜
園
芸
農
法
を
創
出
し
、

生
産
性
の
高
い
農
業
協
同
組
合
の
発
展
に
成
功
し
て

い
る
。

い
る
。
現
在
、

五
八

O
万
町
歩
、
ブ
ラ
ジ
ル
農
業
の
、
三
五
パ
ー
セ
ン
ト

は
、
日
系
人
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て

日
本
の
耕
地
面
積
は
約
五

O
O万
町
歩
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
日
本
の
耕
地
面
積
を
、
上
回
る
農
地
を
、
日
系
移
民
が
所
有

現
在
日
系
人
が
所
有
す
る
耕
地
面
積
は
、

し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。



一
世
の
ほ
と
ん
ど
が
農
業
移
民
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
、

た
い
へ
ん
な
苦
労
を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
労
苦
の
中

で
、
子
供
の
教
育
を
特
に
重
視
し
、
現
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
で
は
、

日
系
人
の
学
生
が
約
二

O
%、
大
学
教
授
や
代
議
士
、
そ
し
て
、

日フ

し、

に
、
大
臣
ま
で
誕
生
し
た
。

繰
り
返
し
て
い
お
う
。
既
に
、
「
蒼
眠
」
の
時
代
は
は
る
か
な
過
去
と
な
っ
た
。

七
十
年
祭
を
機
会
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
人
は
、
大
き
く
は
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
。

昭
和
九
年
三
月
、
柏
野
村
大
野
拓
夫
一
家
が
当
村
か
ら
初
め
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
渡
航
し
た
。
爾
来
、
昭
和
三
十
六
年
ま

で
の
二
七
年
間
、

一
五
世
帯
八
七
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
、

日
本
が
米
・
ソ
・
中
国
な
ど
の
連
合
国
に
、
無
条
件
降
伏
し
、
朝
鮮

・
台
湾

・
樺
太
の
南
半
を
失
い
、
「
米
」

の
生
産

量
は
、
そ
の
年
六

O
O万
ト
ン
、
明
治
以
来
の
最
低
を
記
録
し
、

七
二

O
万
人
の
復
員
軍
人
、
コ
二

O
万
人
の
海
外
引
揚
者
が
、
狭
い
内

地
に
ひ
し
め
き
合
い
、
広
大
な
新
天
地
を
海
外
に
求
め
、
昭
和
二
十
七
年
、
海
外
移
住
が
再
開
さ
れ
る
や
、
全
国
か
ら
六
万
二
三
九
三
人

が
、
海
外
に
移
住
し
て
い
る
。

面
河
村
で
の
海
外
移
住
者
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
一
五
世
帯
八
七
人
、
パ
ラ
グ
ア
イ
七
世
帯
四
九
人
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
一
世
帯
四
人
、
合
計
二

海外移住の人々

三
世
帯
一
四

O
人
で
あ
る
。

海
外
移
住
者
の
渡
航
前
副
資
金
に
対
す
る
予
算
外
債
務
保
証
に
つ
い
て

当
村
出
身
の
左
記
自
営
開
拓
移
住
者
が
渡
航
前
融
資
金
を
、
日
本
海
外
移
住
振
興
株
式
会
社
よ
り
借
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
金
五
拾
寓
園
以
内

に
対
し
て
債
務
を
保
証
す
る
も
の
と
す
る
。

記

第3章

移
住
者
住
所
氏
名

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
大
字
柏
野
弐
拾
号
六
拾
壱
番
地
第
壱
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日s

192" 

人

勝

清

右
の
予
算
外
の
保
証
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
第

一
七
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
専
決
処
分
す
る
。

昭
和
三
十
七
年
二
月
二

十
二
日

面
河
村
長

椋

第 3編

重
見

丈
大
郎

南
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
か
ら
い
え
ば
、
地
球
の
裏
側
、
遠
く
故
山
を
離
れ
、
気
候
風
土
の
異
な
る
、
広
大
な
国
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
業

に
励
み
つ
つ
あ
る
。

移

住

名

簿

者

峯 氏 | 本日 本 渡 移

本 の
航

連
籍 年 住

正 幸 重重 豊信 ト盛
四 絡 月

成郎 己 子重一ヨ 重 名 先 地 日 国

六四三二 二長妻家 続

松市高町井山

キIU
和昭

ノ号

野' フ

グ
男男男女 男男 長 柄

番耕。十 ア
イ

ググ ググ グ 和昭。大正 生 年十

一 一一一 。七 地第

三八六四 O九五元 年 五 月
六

番地第一一一 十

三、 三、四、一、二、五、二、二、 月

椋寿市賀

八
日

一一 ・・・・・・d‘ ・・開園-・ 一一 ・・a・・・4・h 一一 -‘ 

一五七 六四 五五四 日 ぶ

らじ
農 職

¥f父J 「 る

ヨL
業

和昭

五

十年

七

十月

付日

ノ号

フ

ゲ
ア
イ
で
死
亡

考



第 3章海外移住の人々

本日
本 渡 移 峯 氏

本日
本 渡 移

。の
航 本 の

航

連
籍 年 住 連

籍 年 住

絡 月
春幸三幸国 ケ 咲留

絡 月
タ道信

イ

先 地 日 国 男正郎男男 子子吉 名 先 地 日 国 マ子子

大味
大味)I[ 

昭和
ノ号 五回三 二 長 長 妻 家 続 大 大 昭 ノぞ 長四 三

フ 味 味 和 フ 男

)I[ グ )I[ )I[ グ の
一 十 ア 男男男男男 女 長 柄 一 十 ア 妻 女女

)I[ 一 五 イ )I[ 一 五 イ

ノ
番耕

年 グググググ 昭グ大 生 ノ 番 年 。。
子 )¥ 和 正 子 耕 八

地九第
十用

一一 一一一一一一 一 地 月 一一一 一一一一一一 一一

梅重本春

七一九七五一三七 年 梅 九 十 0六
七

、、、、、、、
木 五 七

五 日 一 重 五 日

番地/¥ 
四七七四一七四 O 月 春 番 チ 八九

チ 地 チ
、、

従 チ 一 一一一 一 一一 一 従 ヤ

、、兄、J ヤ 0一三二八五 八五 日 兄'-./ 1ノ 二七
V ン

ン 農 職 グ

号グ
号

業

業

ノ号

フ

グ f南
ア
イ
で

生出

考
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第 3編 人口

本日
本 渡 移 西 氏 本日

移 増 氏

の
航 オζ の 本

連
籍 年 住 外 連

籍年 住 外

絡 月 一俊洋貞春
絡 月 一八多恵子 安

先 地 日 国 名 一一子 美 名 先 地日 国 一名重子 清
名

中野山 キ山
昭和

ノぞ 二 長妻家 続
大味 大味 昭和

ノ号 三長家 mψ三~

野 フ フ
一 ゲ JlI )[1 一 ゲ一 一

梅
FjO づコ¥ 

十 ア 男男 長 柄 一 十 ア 女女長 柄
ケ 七 イ )[1 一 五 イ
市 年 グ和昭グ昭和 生 ノ

番耕
年 。和昭 大正 生

一 四 子 八

番地
月 地 月 一 一

玉 一 0六五二 九 十 六 O 五 年一
幸 六 日 五 七

弟
一

地j番¥ 
日

あ 八八四二 三六九 月

ぜる
従

チ
チ 一一一

ん 三 O 二 O 日 、，7ー寸U ノ
ヤ 00五 日

なち
レ

長 ン 長 f議
ヌL グ

号

業 業

業 業

備 Aj，号

考
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第 3章海外移住の人々

|桜中 中移 氏
本日

本 渡 移 中 氏 l

航
武 川 谷 の )f[ 

国
連

籍 年 住 サ

昭 法聡仲咲
f名 月

ン マノレ希瑞貞寿

ドリイ 志夫
住 範弘正子郎子修 名 先 地 日 国 ラオス 枝子明 名 、

プ 。甥 長長 妻 家 続 ネflJ ネIlJ 昭 iプ 長長 妻家 続
フ 宮' 野 和 フ

ジ 一 ジ

ノレ 女 男長 柄
草渋

十 ノレ 男女長 柄

番耕
四 、一一一『ザーー一一J

サ

一。 和一昭 本籍国日 二8 二// // 和昭
生 年 サ

呆喜円 弓=。 =Q 8 Qー0 昭和ぞ
生

ン
j中f[ 

地 八 ン

ノ号 月 ノモ

ウ 六五 九八五二 年 重雄
ウ 年

ロ 、な 、、、 四 日 ロ

ーし 番 な

-0 一一四四 月 f父、J「 地 あ し 三九二五 月 』
、、、 、

め
、、、

一 一 一 り 一 一一
八 六 一一一 日 台、 二一六五 日

丸

商 日故 ト 1哉

フ
1 

業
製造業

業 業

備 備

考 考
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第 3編 人 口

下

本

籍

地

日
本

の
連

絡

先

氏

名

木

喜

市

カ
ズ

エ

福

春

安

友

久

子

末

雄

三 二二 長妻家 |続

男 女 男男 長|柄

生

年

大

正

四

、

?

?
U

、

ワ

イ

ノ

昭
和
一
四
、

グ

一

九

、

。

一

七

、

グ

四

、

業

業

備

昭
和
四
八
、
五
、
二
O
死
亡

考

移

住
渡

航

年

月

日

村

九五六 ー

1J:!:t 

F 
ニ |日 |昭

〆「

姉
'-../ 

職

業
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業

備

考
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第 3章海外移住の人々

本日
本 渡 移 I1坂菅 氏 本日 本 i渡|移

航 航
の 本 の

連
籍 年 住 連

籍年 住

絡 月
澄広哲盛 ス 辰

絡 月
益 夏 朝 喜美

マ 美佐

先 地 日 国 夫 次 夫 重 子雄 名 先 地 日 国 子子美男子

上浮穴郡 大味)11 
和昭 プラ

妻三二長妻家 続 キ山 中山 昭|プ 六五四四三

の 野' 野 和ラ

三シ
長男男男男 長

ニニ シ
十ノレ 柄 土 :A 十ノレ 女女女男女

美)11 耕番地
四 泥 番 四

年 ググググ昭大 生 弱F 年サ // // // // // 

村田
/¥ 和正 /¥ 地 j¥、ン

/¥ 月 一一 一一一 一一一 一一 幡 月パ 一一一一一
一一 一一一

ノ 一 一 六、三、一、九、四、五、 年 春 五 一 ウ 二 O八六二

浦大谷
番地

日 義
番地

日 ロ
、、、、、

一一一
義

一
あ 0 二七一四一 月 あ 一 七八 一二
め

、、、、、
弟 め

、、、、、

坂茂本末

り 一一 一-圃副圃圃回・h 一 一.唱圃圃・ り 一 一 一
一

か 九一六七二四 日 か 一一三三七

ポL 丸

農 職

、義f父、¥J 

業

業
一一一

備

考・
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第 3編人口

渡 移 本 渡 移 久 氏

航 岡 藤 田の
航

保
年 住

幸 政 ひサケフ武 言
籍- 年 住 外

月 月 一幸利み 清

子ろチイミ -ペ〉

日 国 則秀 子子子 雄 名先 地 日 国 名 子 明 子 利 名

和昭
フ. 妻 二三 二 長妻家 続 11D キID 昭 プ 長長妻家 mψ法E
フ

の
野 野 和 フ

一一 シ 一 シ

十 ノレ 弟男女女女 長 柄
渋草

十 ノレ 女男 長 柄
四

耕番
四 」一一一Y一一-.J

年十
サ ググググ和昭大正治明 生

年十月
サ

本籍国日

和昭
生

ン 久 地 ン

一 ノ号 一二二二一 回

保亀太郎

五 ノ号

月 ウ 四七三 O七八四 年 ウ 一 年
一 ロ

、 、 、、
番 日 ロ

日 地 な

八八六四四二一 月 六 ぶ し 月
f父」「ノあ ら

、

ぜる
一一一 一 じ一 一 一 一

二一三二七二四 日 る 一 日
ん 丸

なち 農 職 農 職

丸

業 業

~ミ今 業

昭和

四
官甫

十
五
年
七
月
一
一
十
七

考 考
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第 3章 海外移住の人々

. 
日 本 渡ー 移 重 氏 日 本 渡移 本

本 航
本

航

の 籍
見 の 椋

年 住
連

籍 年住 タト 籍 ，
連 千 さ 丈 郁 隆 一 勝 連

絡先 地

月 ゆ 絡 月
名 絡先日 国 秋 り 二 子 郎 名 先 地 名利 地 l

中野山 和昭
ブF 二長長妻家 続 中山 ネIU

昭和
フ. 続 ヰ山 大

フ 野' 野 フ 野 味 2

シ ジ )I[ 

草渋
十 ノレ 女 女 男 長 柄

方笠
イー ノレ 柄 草渋

五
耕番

五 ー̂
年 グ グ グ和昭 生 年 サ

和昭 生 番

重見庄
四

椋長

地 ン

高政岡
謝十

月 月 ノ号 地
ーノt:.. 四 O八 三 年 四 ウ 年 -ノf¥r

日
次郎 ^ 日 ロ 綱 八

良日 七 番 番 E

妻/ー、 番地
さ 一 二 五五 月

f父、】h、ノ
地 の.).. 五 月 地

兄 ん
、、、、

六 る の
と 一一一一 ぜ 弟一一一一

す丸 。 二 二 O 日 ん 日

なち
農 職

丸
農 耳能

十

業 業

業 業

備
単身渡航

備

考 考

1 ~; 
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第 3編人口

本 渡 中 氏 本日
本 渡 移

航 ア川 の
航

信清哲 ヤ 幸馬
籍 年 住 ウム

連
籍ー 年 住

月
ν ベネ京 徳

市各 月
イノレノ ス

地 日 国 ジ ト リ 子 重 名 先 地 日 国 幸重夫 ヨ次 名

キI]J 昭 フ. 家 続
大味

大j味[[ 
昭和

ブP 三二長妻家 続
野 来日 フ フ

一 シ ;[[ ジ

一 十 ノレ 長 イ再 一 十 /レ 男男男 長 柄

耕番
四 、ー一一--v-一一J 若μl 

手0番井 年十/'¥ 年 →F 
本日 和昭

生 サ
グ グ 昭和 。正大 生

地 /¥ ン ン

一 月 ノぞ のー

佐幸直輝

地 月 ノそ 一一一 一一 一一一一 ウ 籍国 三 年 八 ウ 五二五三 七 年一
四 ロ 五 ロ

番
なし 四 番地 一

批包 月 あ 六六二 O 七 月
従 ふ

一 l、-ぃノT り 一一 一
日|/¥ 日 七、 五六 O五四

丸

農 職 農 職

業 A月ι4てI~ 

業 |業

4市 備

考 考
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第 3章海外移住の人々

;1 

本日
本 渡 移 増 氏 本日 平 氏 本日

航
の 本 の 岡 の

連
籍 年 住 タト

連
籍年住

連
一八子多恵 安

? 条 フ 義
絡 月 一重 絡 月

サ 絡 i

先 地 日 国 名子清 名 先 地 日 国 子子澄 名 先 l
、

大j味I[ 
昭和

ノ号 三 長 家 続
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